
おかやま県議会だより第6号

戸室 敦雄
と む  ろ  あ つ  お  

自民 津山市・苫田郡

共産 岡山市東区
武田 英夫
たけ  だ　 ひで  お  

取
り
扱
う
事
項

（7期）

（5期）

総務
委員会
（欠員1人）

 こうも と　　  つとむ

河本　 勉
自民 岡山市北区・加賀郡

（4期）

民県 岡山市北区・加賀郡
高原 俊彦
たかはら   としひこ

（1期） 蓮岡 靖之
 はすおか  やす  し

自民 倉敷市・都窪郡
（3期）

加藤 浩久
 か  とう   ひろひさ　　

自民 玉野市
（2期）

伊藤 文夫
 い  とう　ふみ  お

自民 笠岡市
（3期）

■知事室の所管
■総務部の所管
■企画振興部の所管
■出納局の所管
■企業局の所管

小田 圭一
 お   だ　 けいいち

自民 倉敷市・都窪郡 
（4期）

景山 貢明
 かげやま　つぐあき

公明 岡山市南区
（4期）

民県 倉敷市・都窪郡
三原 誠介
 み   はら せいすけ

（3期）
共産 倉敷市・都窪郡
赤坂てる子
あかさか　　　  こ

（2期）
民県 岡山市中区
一井 暁子
いち  い　  あ  き  こ

（1期）

環境文化
保健福祉
委員会

佐藤 真治
 さ  とう　し ん  じ

自民 岡山市南区
（3期）

なかつか  しゅういち

中塚 周一
自民 倉敷市・都窪郡

（1期）
あさ  の　　  みのる

浅野　 實
自民 真庭市・真庭郡

（1期）

民県 倉敷市・都窪郡
鈴木 一茂
すず  き    かずし げ

（4期）
民県 岡山市北区・加賀郡
岡田 幹司
お か だ　 かん  じ

（1期）
無所属 倉敷市・都窪郡
佐古 信五
さ   こ　   し ん  ご

（7期）

自民 津山市・苫田郡
井元乾一郎
い  もと　 けんいちろう

（3期）

委
員
長

副
委
員
長

三村 峰夫
み  むら　み ね  お

小野 泰弘
お   の　 やすひろ

自民 新見市自民 総社市
（4期） （6期）

高橋 戒隆
た かはし かいりゅう

自民 倉敷市・都窪郡
（3期）

民県 津山市・苫田郡 
木下 素典
きのした　もとのり

（1期）

小田 春人
お   だ　  は る  と

自民 井原市・小田郡
（5期）

高橋 英士
たかはし　ひで  し

公明 倉敷市・都窪郡
（5期）

共産 岡山市北区・加賀郡
森脇 久紀
もりわき　ひ さ　き

（2期）

県議会議員と各委員会
県議会で審議される案件は範囲が広く多方面に及
んでいます。これらを効率的に審査するために、議
会の内部機関として議会運営委員会、6つの常任
委員会と5つの特別委員会が設置されています。

議員定数

56人
（欠員1人）

議会運営委員会
　  □議会の運営に関する事項
　  □議会の会議規則、委員会に
　　　関する条例等に関する事項
　  □議長の諮問に関する事項

伊藤文夫（委員長）・小田圭一（副委員長）
戸室敦雄・千田博通・天野学・河本勉・小野泰弘
池田道孝・住吉良久・長瀬泰志・景山貢明

付託
事件

決算特別委員会
　  □前年度の一般会計、
　　  特別会計及び企業会計の
　     決算状況に関する調査
　  □事業成果に関する調査

住吉良久（委員長）・谷口圭三（副委員長）
戸室敦雄・三村峰夫・古山泰生・小田春人
池田道孝・木下素典・山田総一郎・武田英夫

付託
事件

監査委員 蓮岡靖之・長瀬泰志

行財政改革・道州制等特別委員会
□行財政改革に関する調査
□道州制に関する調査
□新おかやま夢づくりプランに
　関する調査

久徳大輔（委員長）・岡田幹司（副委員長）
千田博通・伊藤文夫・波多洋治・岡本泰介
小林健伸・一井暁子・増川英一・森脇久紀・福田通雅

付託
事件

地域振興・観光・金融・雇用対策特別委員会
□中山間地域の振興に関する調査
□「観光立県おかやま」の推進に関する調査
□広域交通網の整備に関する調査
□金融・雇用対策に関する調査

井元乾一郎（委員長）・浅野實（副委員長）・
天野学・河本勉・小野泰弘・小田圭一・西岡聖貴
遠藤康洋・鈴木一茂・吉田政司・佐古信五

付託
事件

文化振興・環境対策等特別委員会
□国民文化祭に関する調査
□環境対策に関する調査
　（1）地球温暖化対策
　（2）循環型社会形成推進対策
　（3）児島湖の環境保全対策
□スポーツの振興に関する調査

太田正孝（委員長）・江本公一（副委員長）
渡辺英気・佐藤真治・神宝謙一・蜂谷弘美
小倉弘行・高原俊彦・景山貢明
（欠員1人）

付託
事件

子ども応援特別委員会
□子育て支援対策に関する調査
□青少年の健全育成に関する調査
□家庭環境対策に関する調査

高橋戒隆（委員長）・高橋英士（副委員長）
加藤浩久・渡辺吉幸・池本敏朗・青野高陽
中塚周一・三原誠介・横田えつこ・赤坂てる子

付託
事件

自民　 自由民主党岡山県議団
民県　 民主・県民クラブ
公明　 公明党岡山県議団
共産　 日本共産党
　　　 岡山県議会議員団

会派省略
→
→
→
→

解説

代
表
質
問
か
ら

　
「
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
、第
１
回

が
本
県
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、茨
城

県
と
交
互
に
開
催
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
予
選
と
も
言

え
る
第
１
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
本
県
か

ら
の
参
加
者
は
年
々
増
加
し
、お
話

の
よ
う
に
難
波
君
が「
国
際
物
理
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」で
銀
メ
ダ
ル
に
輝
く
な

ど
、次
代
を
担
う
青
少
年
の
科
学
へ

の
興
味
と
関
心
を
高
め
、科
学
の
振

興
を
図
る
上
で
、物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
本
県
で
の
開
催
は
、ま
こ
と
に
有

意
義
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ・オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
委
員
会
を
初
め
、

関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、岡
山
で
の
開
催
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

  　
（
知
事
答
弁
）

「
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
1
0
」開
催
事
業
に
つ
い
て

古
山 

泰
生 

 

議
員 

   （
自
由
民
主
党
）

中
山
間
地
域
対
策
に
つ
い
て

横
田 

え
つ
こ

 

議
員 

   （
民
主・県
民
ク
ラ
ブ
）

宇
野
ー
高
松
航
路
に
つ
い
て

   

　
山
田 

総一郎 
 

議
員 

   （
公
明
党
）

一般
質
問
を
行
っ
た
議
員

2月定例会　議決結果

  

中
山
間
地
域
で
は
、互
助
扶
助
機

能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
が
、

買
い
物
や
交
通
、医
療
な
ど
の
日
常

的
な
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
の
必
須
ア
イ

テ
ム
で
あ
る
。県
で
は
９
地
区
を
指

定
し
て
集
落
機
能
再
編・強
化
モ
デ

ル
事
業
を
検
討
し
、準
備
期
間
を
経

て
事
業
展
開
に
向
か
っ
て
い
る
が
、

他
の
地
域
で
も
活
用
で
き
る
有
益
な

事
例
が
生
ま
れ
た
の
か
。成
果
と
課

題
、今
後
の
実
践
を
知
り
た
い
。

　
ま
た
中
山
間
地
域
等
特
別
支
援

事
業
の一環
と
し
て
生
活
道
路
の
安

全
確
保
対
策
な
ど
の
道
路
整
備
を

行
っ
て
き
た
が
、ど
れ
ほ
ど
の
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

　
宇
野
ー
高
松
航
路
の
廃
止
は
大

変
な
打
撃
で
あ
り
、地
域
に
与
え
る

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
フ
ェ
リ
ー
事
業
は
災
害
時
に
お
け

る
危
機
管
理
の一翼
を
担
う
と
と
も

に
、瀬
戸
大
橋
線
が
強
風
の
た
め
ス

ト
ッ
プ
し
た
と
き
に
も
状
況
を
見
な

が
ら
運
航
を
続
け
る
な
ど
瀬
戸
大

橋
時
代
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。ま
た
フ
ェ
リ
ー

を
利
用
す
る
以
外
方
法
の
な
い
大

型
車
両
も
あ
る
。一度
航
路
を
失
え

ば
復
活
は
難
し
い
。

　
県
は
航
路
維
持
の
た
め
、ど
う
努

力
を
し
て
き
た
の
か
。ま
た
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

宇
野
ー
高
松
航
路
は
県
民
生
活

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
、利
用
者
が
激
減
し
た
フ
ェ
リ
ー

２
事
業
者
に
対
し
、香
川
県
と
連
携

し
て
、昨
年
7
月
か
ら
港
湾
施
設
使

用
料
を
免
除
し
航
路
維
持
を
図
っ
て

き
た
。

　
ま
た
、国
に
対
し
、高
速
道
路
無

料
化
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
公
共
交

通
事
業
者
が
事
業
を
継
続
で
き
る

よ
う
必
要
な
支
援
措
置
を
要
請
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
回
の
事

態
は
国
の
政
策
に
起
因
す
る
も
の
で

あ
り
、国
の
責
任
に
お
い
て
航
路
存

続
等
、生
活
の
足
の
確
保
に
向
け
た

支
援
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　
県
と
し
て
も
、あ
ら
ゆ
る
方
策
に

よ
る
事
業
継
続
の
可
能
性
を
探
り

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

            　
　

  （
知
事
答
弁
）

　
「
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
、17
年
度
に

第
１
回
大
会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、い

わ
ば
岡
山
が
発
祥
の
地
で
あ
り
、22
年

度
は
４
度
目
の
岡
山
開
催
と
な
る
。開

催
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、将
来

「
国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
本
県
開

催
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。昨
年
７
月
に
は「
国
際
物
理
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」に
お
い
て
、岡
山
朝
日
高
校
の

難
波
博
之
君
が
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
と
い
う
快
挙
も
な
し
遂
げ
ら
れ
た
。

　
青
少
年
の
科
学
に
対
す
る
興
味
と

関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、科
学
技
術

の
振
興
を
図
っ
て
い
る
本
県
に
と
っ
て

「
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
」の
開
催
は
、意
義

深
い
も
の
と
考
え
て
お
り
、22
年
度
以

降
も
継
続
的
な
開
催
を
期
待
す
る
が
、

所
見
を
伺
い
た
い
。

Q

　
モ
デ
ル
地
域
で
は
、高
齢
者
の
買
い

物
ツ
ア
ー
の
実
施
や
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
な
ど
他
の
地
域
で
も
有

益
と
な
る
試
行
的
事
業
が
数
多
く
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
持
続
可
能
と
す
る

に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
展

開
や
人
材
の
育
成
等
が
課
題
と
考
え

て
い
る
。今
後
、モ
デ
ル
事
業
の
成
果
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、魅
力
づ
く

り
支
援
事
業
等
の
財
政
支
援
や「
お
か

や
ま
元
気
！
集
落
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の

育
成・配
置
等
に
よ
り
集
落
機
能
の
再

編
強
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
中
山
間
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備

は
重
要
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
に
局
部
改

良
や
落
石
対
策
な
ど
の
事
業
を

1
1
6
カ
所
で
実
施
し
、中
山
間
地
域

の
生
活
支
援
に一定
の
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
。今
後
と
も
市
町
村

と
連
携
し
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

  　

  

（
知
事
答
弁
）

紙
面
の
都
合
上
、一人一問
以
内

で
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

経
済・雇
用
対
策
に
つ
い
て

派
遣
切
り
等
の
雇
用
不
安
と

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

　
国
の
交
付
金
に
よ
る
二
つ
の
基
金

を
中
心
に
新
た
な
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る

が
、現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、働
き
た
い
分
野
と
働
い
て

欲
し
い
分
野
と
が
あ
る
が
、働
い
て

欲
し
い
分
野
へ
の
人
材
シ
フ
ト
な
ど

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
力

頂
き
た
い
。

Q 経
済・雇
用
対
策
に
つ
い
て

派
遣
切
り
等
の
雇
用
不
安
と

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

　
国
の
交
付
金
に
よ
る
二
つ
の
基
金

を
中
心
に
新
た
な
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る

が
、現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、働
き
た
い
分
野
と
働
い
て

欲
し
い
分
野
と
が
あ
る
が
、働
い
て

欲
し
い
分
野
へ
の
人
材
シ
フ
ト
な
ど

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
力

頂
き
た
い
。

Q 経
済・雇
用
対
策
に
つ
い
て

派
遣
切
り
等
の
雇
用
不
安
と

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消

　
国
の
交
付
金
に
よ
る
二
つ
の
基
金

を
中
心
に
新
た
な
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る

が
、現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、働
き
た
い
分
野
と
働
い
て

欲
し
い
分
野
と
が
あ
る
が
、働
い
て

欲
し
い
分
野
へ
の
人
材
シ
フ
ト
な
ど

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
に
努
力

頂
き
た
い
。

Q

3月4日
加
藤
浩
久
　  （
自
民
）

高
橋
英
士
　 （
公
明
）

岡
本
泰
介
　  （
自
民
）

池
本
敏
朗
　  （
自
民
）

太
田
正
孝
　  （
自
民
）

3月3日
小
林
健
伸
　  （
自
民
）

渡
辺
吉
幸
　  （
自
民
）

波
多
洋
治
　  （
自
民
）

小
倉
弘
行
　  （
自
民
）

三
原
誠
介     （
民
県
）

増
川
英
一
　   （
公
明
）

3月9日
渡
辺
英
気
　  （
自
民
）

赤
坂
て
る
子 

（
共
産
）

蓮
岡
靖
之
　  （
自
民
）

 

一 

井
暁
子     （
民
県
）

福
田
通
雅  （
無
所
属
）

県
議
会
を
振
り
返
る

県
民
の
代
表
機
関
で
あ
り
、県
政
に
お
け
る

最
終
的
な
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
岡
山
県
議
会
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
、

2
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
２
月
定
例
会
は
、２
月
22
日
か
ら
会
期
24
日
間
で
開
か
れ
、諸
議
案
の
審
議

を
終
え
て
３
月
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
に
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、予
算
案
39
件
、事
件
案
件
12
件
、

条
例
案
25
件
、報
告
案
件
１
件
の
計
77
件
で
し
た
。ま
た
、「
岡
山
県
振
り
込
め
詐

欺
被
害
防
止
条
例
案
」（
４
面
参
照
）な
ど
議
会
提
出
の
発
議
案
は
９
件
で
し
た
。

　
２
月
25
日
及
び
26
日
に
は
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、古
山
泰
生
議
員（
自
由
民

主
党
）、横
田
え
つ
こ
議
員（
民
主・県
民
ク
ラ
ブ
）、山
田
総一郎
議
員（
公
明
党
）

の
３
名
の
議
員
が
県
行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
各
会
派
を
代
表
し
て
質

問
を
行
っ
た
ほ
か
、３
月
２
日
か
ら
は
５
日
間
に
わ
た
り
26
名
の
議
員
が一般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

2
月
定
例
会

3月5日
中
塚
周
一
　   （
自
民
）

高
原
俊
彦     （
民
県
）

谷
口
圭
三
　  （
自
民
）

久
徳
大
輔
　  （
自
民
）

岡
田
幹
司
　  （
民
県
）

3月2日
住
吉
良
久     （
民
県
）

森
脇
久
紀
　  （
共
産
）

江
本
公
一
　   （
自
民
）

木
下
素
典     （
民
県
）

佐
藤
真
治
　  （
自
民
）

A

QQ

AA

予 算 案　39件可決（39件中）

事件案件　12件可決・1件認定
　　　　　  （１３件（うち１件は１１月
　　　　　 　定例会より継続審査）中）

条 例 案　25件可決（25件中）

報告案件  　１件承認（１件中）

発 議 案　  9件可決（9件中）

戸室 敦雄
と む  ろ  あ つ  お  

自民 津山市・苫田郡

共産 岡山市東区
武田 英夫
たけ  だ　 ひで  お  

取
り
扱
う
事
項

（7期）

（5期）

総務
委員会
（欠員1人）

 こうも と　　  つとむ

河本　 勉
自民 岡山市北区・加賀郡

（4期）

民県 岡山市北区・加賀郡
高原 俊彦
たかはら   としひこ

（1期） 蓮岡 靖之
 はすおか  やす  し

自民 倉敷市・都窪郡
（3期）

加藤 浩久
 か  とう   ひろひさ　　

自民 玉野市
（2期）

伊藤 文夫
 い  とう　ふみ  お

自民 笠岡市
（3期）
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こ 

や
ま 

や
す  

お

よ 

こ 

た

や 

ま 

だ 　

 

そ
う
い
ち
ろ
う

取
り
扱
う
事
項

取
り
扱
う
事
項

取
り
扱
う
事
項

農林水産
委員会

文教
委員会

池田 道孝
 いけ  だ　  みちたか

自民 井原市・小田郡
（3期）

公明 岡山市中区
吉田 政司
よし だ  　ま さ  し

（3期）
おかざき　　  ゆたか

岡﨑　 豊
自民 岡山市東区

（4期）

久徳 大輔
きゅうとく　だ いす け

自民 高梁市
（3期）

自民 岡山市東区
小林 健伸
こ ばやし　たけのぶ

（1期）渡辺 英気
わたなべ　ひで  き 

自民 倉敷市・都窪郡
（4期）

西岡 聖貴
に しお か　きよ たか

自民 赤磐市
（2期）

谷口 圭三
 た にぐち　けいぞう

自民 津山市・苫田郡
（1期）

江本 公一
 え  も と　きみ かず

自民 総社市
（1期）

蜂谷 弘美
 はち や　 ひろ み

自民 岡山市北区・加賀郡
（2期）岡本 泰介

 おかもと  たいす け

自民 美作市・英田郡
（1期）

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

自民 倉敷市・都窪郡
千田 博通
 せ ん  だ    ひろみち

（7期）古山 泰生
 こ  や ま  や す  お

自民 浅口市・浅口郡
（6期）

民県 岡山市北区・加賀郡
横田 えつこ
よこ た　  

（1期）

公明 岡山市北区・加賀郡 
増川 英一
ますかわ  えいいち

（2期）

民県 倉敷市・都窪郡
長瀬 泰志
な が せ　  たい  し

（4期）

あま  の　　　がく　

天野　 学
自民 笠岡市

（6期）

住吉 良久
すみよし よしひさ

民県 玉野市
（4期）

取
り
扱
う
事
項

取
り
扱
う
事
項

 産業労働
警察
委員会

 土木
委員会

小倉 弘行
 お  ぐら    ひろ ゆき

自民 岡山市中区
（2期）

自民 久米郡
青野 高陽
あお  の　  たかはる

（1期）渡辺 吉幸
わたなべ  よしゆ き

自民 勝田郡
（1期）

無所属 岡山市中区
福田 通雅
ふく  だ　　みちまさ　

（4期）

遠藤 康洋
えんどう  やすひろ

自民 倉敷市・都窪郡
（2期）池本 敏朗

いけもと  としあき

自民 備前市・和気郡
（1期）

 うちやま　　  のぼる

内山　 登
自民 備前市・和気郡

（4期）波多 洋治
 は　た　  よう じ

自民 岡山市北区・加賀郡
（2期）

自民 瀬戸内市
神宝 謙一
しんぽう  けんいち

（2期）

自民 岡山市北区・加賀郡
太田 正孝
お お た　  まさたか

（1期）

公明 倉敷市・都窪郡 
山田総一郎
やま  だ  そういちろう

（4期）山田総一郎（4期）

委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

副
委
員
長

■総合政策局の所管に属する事項
■総務部の所管に属する事項
■県民生活部の所管に属する事項
■出納局の所管に属する事項
■企業局の所管に属する事項

■選挙管理委員会の所管に属する事項
■人事委員会の所管に属する事項
■監査委員の所管に属する事項
■他の常任委員会の所管に
　属さない事項

■環境文化部の所管に属する事項
■保健福祉部の所管に属する事項

■産業労働部の所管に属する事項
■公安委員会の所管に属する事項
■労働委員会の所管に属する事項

■農林水産部の所管に属する事項
■海区漁業調整委員会の所管に属する事項
■内水面漁場管理委員会の所管に属する事項

■土木部の所管に属する事項　  
■収用委員会の所管に属する事項

■教育委員会の所管に属する事項


